
背 景

◆平成22年11月、各分野の将来交通需要推計手法の改善等を公表し、平成23年度予算に向けた、個別公
共事業の評価を改めて実施（以下、総点検）。

①総点検の結果、費用対効果が１．０を下回る事業について、事業継続の可否の再評価を実施。
②防災対策および交通の安全・安心等に資する防災事業について、事業目的に応じた評価を実施。

※防災事業
・異常気象時の通行規制区間を解消する事業 ・落石崩壊等の防災要対策箇所の抜本的対策を行う事業
・津波浸水区域を回避する事業 ・著しい線形不良や隘路箇所等を解消する事業

●事業評価の前提となっている将来交通需要推計について、予測値と実測値に乖離が生じている為、信頼性・透 明性を確保。
●これまで交通機関毎に独自に行われていた需要推計について、関係府省と共有可能な各交通機関共通の統合推計モデル
を検討。

【将来交通需要の見直し】

【将来道路網の見直し】
●将来交通需要を推計する際の道路網について、これまでの未事業化路線を含んだネットワークから、現時点で事業化されて
いる路線のみで構成された、実現性の高いネットワークに変更。

将来交通需要推計手法の改善

【那覇西道路】：

【中山改良】：

【宜野座改良】：

事業内容の見直しを行い、費用対効果による事業の継続について審議。 ［該当要件①］

事業の目的に応じ、費用と防災の効果も含めた便益（効果）について整理したうえで、事業の継続について審議。
なお、事業内容の見直しを実施。 ［該当要件①、②］

事業の目的に応じ、費用と防災の効果も含めた便益（効果）について整理したうえで、事業の継続について審議。
［該当要件②］

検討事項
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１．事業概要

◆沖縄西海岸道路は、国道58号、331号などの交通混雑緩和と、那覇空港自動車道、那覇
空港、那覇港と西海岸地域の各拠点を連結し、地域の活性化、地域振興プロジェクトに寄
与する広域幹線道路で、読谷村から糸満市に至る約50kmの地域高規格道路です（図1）。

◆また沖縄西海岸道路は、渋滞の緩和、交通事故抑制、観光支援並びに物流の効率化等
を目的に策定されたハシゴ道路計画にも位置づけられています。

◆那覇西道路は、その沖縄西海岸道路の一部を形成し、国道58号の渋滞緩和、那覇港・那
覇空港へのアクセス向上に資するととともに、那覇都市圏の交通混雑の緩和を目的に計
画された、２環状７放射道路として、那覇都市圏の渋滞緩和に寄与する那覇市若狭から鏡
水に至る延長3.0ｋｍの地域高規格道路です（図2）。

【沖縄西海岸道路】
沖縄西海岸道路は読谷村から糸満市に至る約５０ｋｍの道路

⇒恩納海岸地区、南部西海岸地域の産業拠点と那覇市、空港、那覇港等を連絡
することにより、観光支援、地域活性化、地域振興プロジェクトの支援に資する

【２環状７放射道路として】
外郭環状道路として、都市部の交通混雑緩和に寄与

図1 沖縄西海岸道路イメージ 図2 2環状7放射道路イメージ
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１．事業概要

事 業 区 間
自)那覇市若狭

至)那覇市鏡水

延 長 3.0km

道 路 規 格 第１種第３級

設 計 速 度 80km/h

車 線 数 6車線

交 通 量

－百台/日（平成17年実測値）

205百台/日（平成42年推計値）

500百台/日（平成42年推計値(Ｈ22.11時)）

事 業 費
約1,678億円
[港湾事業費(沈埋トンネル)：うち1,062億円]

◆那覇西道路は、平成6年度に地域高規格道路に指定され、現在、鋭意、事業進捗を図っ
ており、平成23年に当該路線前後の整備状況を勘案し、全線暫定4車線供用を予定して
いる。

図4 標準横断図:一般部／沈埋トンネル部

図3 位置図
年次 事業実施項目

平成 6年度 沖縄西海岸道路 那覇地区 計画路線決定

平成 7年度 沖縄西海岸道路 那覇地区 調査区間指定

平成12年度 沖縄西海岸道路 那覇地区 整備区間指定

平成13年度 都市計画決定 那覇西道路 事業着手

平成23年 全線暫定4車線供用開始予定
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２．検討の経緯

◆当該事業は、平成22年度11月に事業評価監視委員会にて審議の上、事業継続が承認。
◆一方、平成22年11月に各分野の将来交通需要推計手法の改善等を公表し、個別公共
事業の評価を改めて実施（以下、Ｈ22総点検）。

◆Ｈ22総点検の結果、費用対効果が１．０を下回ったため、再度、事業継続の可否につい
て再評価を実施。

●事業評価の前提となっている将来交通需要・推計について、予測値と実測値に乖離が生じているため、信頼性・透
明性を確保。

●これまで交通機関毎に独自に行われていた需要推計について、関係府省と共有可能な各交通機関共通の統合推計
モデルを検討。

【将来交通需要の見直し】

将来交通需要推計手法の改善点

【将来道路網の見直し】

●将来交通需要を推計する際の道路網について、これまでの未事業化路線を含んだネットワークから現時点で事業化さ
れている路線のみで構成された実現性の高いネットワークに変更

●将来道路網を見直したことによって、西海岸道路の連続性が欠如。
●那覇西道路への交通の転換が減少し、整備効果が減少。
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２．検討の経緯 前回評価時からＢ／Ｃが変化した主な理由

《便益の変動要因》
◆西海岸道路の連続性の欠如（▼1,528億円/50年）。
⇒小禄道路、那覇北道路等の未事業化路線は未反映（計画交通量：5.00万→2.05万台/日）

◆将来OD表・走行台キロの見直し（▼31億円/50年）。
⇒那覇市内の内々交通が増加したことにより、現道への交通負荷が増加

約150百台減少

約60百台減少

約180百台減少

那覇西道路
延長＝３．０km
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２．検討の経緯 将来道路網の変更点

◆事業化済みネットワークに変更されたことで、西海岸道路の連続性が欠如
◆今回設定した将来道路ネットワークでは、那覇西道路が西海岸道路の一部区間としての機能を十分に
発揮できない

那覇北道路
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３．事業の必要性 （１）社会状況の変化［空港］

◆那覇空港の旅客数と航空貨物量は増加傾向にあり、那覇西道路が那覇空港と那覇市
内をつなぐ道路として整備されることで、円滑な移動が期待される（図5、図6、図7）。

◆また、那覇空港では、物流ハブ（拠点）としての活用が計画されており、那覇西道路の整
備により空港へのアクセス性が向上し、物流の支援も期待される（図8）。
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※出典：空港管理状況調書

那覇空港

図5 那覇空港の旅客数

図6 那覇空港の航空貨物量

図7 位置図

市内との円滑な移動

■那覇空港の旅客数の推移

■那覇空港の航空貨物量の推移

図８図８ 那覇空港那覇空港 国際物流ハブ構想国際物流ハブ構想

●アジアの各主要都市から４時間圏

域にあるという地域の特性を生かし、

那覇空港を国際物流のハブ空港と

して利用することを計画している。

●那覇空港をアジアの物流拠点とす

るため、約７万㎡の敷地に新貨物タ

ーミナルを建設し、機能の強化を図

っている。

那覇空港からの所要時間

0:00 1:00 2:00 3:00 4:00

成田

羽田

関西

ソウル

上海

台北

香港

バンコク

3時間

2時間40分

2時間15分

2時間15分

2時間5分

1時間25分

2時間20分
4時間10分

※出典：沖縄県交通政策課HP
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３．事業の必要性 （１）社会状況の変化［港湾］

◆那覇港の取扱貨物量は約800万トン、乗降者数は約60万人で概ね推移(図8､9)。
◆品目別では金属機械工業品、特殊品が多く、新港ふ頭の取扱量が突出している（図10）。
◆那覇空港と那覇港の一体的運用による貨物輸送の効率化も検討されており、那覇西道
路が整備されることで、港と空港の連携強化が期待される（図11）。

■那覇港の取扱貨物量の推移

※出典：那覇港統計資料
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図8 那覇港の取扱貨物量 図9 那覇港の乗降者数

図11 Sea & Air概念図

那覇港

「「Sea & Air(Sea & Air(海と空）」輸送実現に向けた取組海と空）」輸送実現に向けた取組

●迅速な航空と安価な海上の両機能を兼ね備え、製造業や加工業など関連
産業の誘致に効果的な、「Sea & Air」輸送が検討されている。

●今年度3月には奄美の物流効率化に向けた社会実験を実施。花や野菜に

ついて、フェリーで那覇港まで運び、那覇空港から航空便で東京、名古屋、
仙台などへ送ることで、鹿児島市経由の現行経路（4日）の半分の日数（１～
２日）での出荷が可能となり、価格競争力も向上する。

図10 那覇港の品目別、ふ頭別入出荷数（H21） ※出典：那覇港統計資料

※出典：琉球新報（H22.2.18,26）
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３．事業の必要性 （２）道路交通状況の変化

◆現道58号の交通量は7万台/日以上、混雑度は1.5を超過。ピーク時旅行速度14.3km/h
（那覇市内の平均旅行速度は全国ﾜｰｽﾄ1位)と慢性的な渋滞が発生（図12、図13、図15）。

◆渋滞損失時間も高い値を示しており、国道58号現道の交通の分散が必要（図14）。

■周辺道路の渋滞損失時間

※出典：各年道路交通センサス 図15 国道58号の渋滞状況（那覇市明治橋付近）

新港

那覇空港

図12：国道58号(那覇市旭町)における交通量と混雑度の推移

図13：国道58号(那覇市旭町)における旅行速度

図14 渋滞損失時間（西海岸に面する国道５８号、３３１号のみ表現）

那覇港

※出典：平成20年度プローブデータ（確定値）
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３．事業の必要性

◆那覇西道路と並行する国道58号は、死傷事故率が300件/億台キロを超える箇所が3箇
所存在している（図16、図17）。

◆主要交差点は全て100を越えており、沖縄県内でも事故が多い区間となっている。

（ ２）道路交通状況の変化

■国道58号の死傷事故率

図16：国道58号(並行区間)における死傷事故率

図17 死傷事故率（西海岸に面する国道５８号、３３１号のみ表現）

※出典：平成20年度交通事故統合データベース

新港

那覇空港

国道５８号

那覇港

300件/億台km～が３箇所
うち、500件/億台～１箇所

死傷事故率

0～100 件/億台km

100～300 件/億台km

300～ 件/億台km

死傷事故率

0～100 件/億台km

100～300 件/億台km

300～ 件/億台km

1022 1023 1055

※国道58号（並行区間）として、センサス区間1022、1023、1055を対象とした。
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３．事業の必要性

◆沖縄西海岸道路（那覇西道路）に関しては、各種団体より平成14年以降、多くの早期建
設に関する要望が出されている。

（３）地域の要望・活動

■整備促進要望状況（平成14年以降）

※南部地区市町村会・南部振興会・島尻地域道路整備促進期成会
豊見城市、糸満市、八重瀬町（旧東風平町、旧具志頭村）、南城市（旧大里村、旧知念村、旧佐敷町、旧玉城村）

年度 月 提出者

H14年度 H14.5.

財団法人南部振興会
南部市町村会
南部東道路整備促進期成会
島尻地域道路整備促進期成会

H15年度 H15.5.

財団法人南部振興会
南部市町村会
島尻地域道路整備促進期成会
南部東道路整備促期成会

H18年度 H18

南部市町村会
財団法人南部振興会
島尻地域道路整備促進期成会
南部東道路整備促期成会

H19年度 H19.5.21

南部市町村会
財団法人南部振興会
島尻地域道路整備促進期成会
南部東道路整備促期成会

H20年度 H20.5.19

南部市町村会
財団法人南部振興会
島尻地域道路整備促進期成会
南部東道路整備促期成会長

H21年度 H21.5.20
南部市町村会
財団法人南部振興会
島尻地域道路整備促進期成会

沖縄県道路利用者会議
道路整備促進期成同盟会沖縄県地方連絡協議会
那覇空港自動車道建設促進期成会
沖縄国道協会
沖縄西海岸道路建設促進期成会
沖縄ハシゴ道路ネットワーク建設促進期成会

沖縄県北部市町村会
沖縄県北部振興会
沖縄県名護東道路整備促進期成会

沖縄県中部市町村会
沖縄県中部振興会

沖縄県南部市町村会
沖縄県南部振興会
島尻地域振興開発推進協議会
南部東道路整備促進期成会

H22年度 5月
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３．事業の必要性

◆那覇西道路の整備を強く望む声は多く、地元からの期待も高い。

（４）地域の声

《沖縄県知事》

国道５０６号那覇空港自動車道については、次の振興計画の中で目処をつけてもらいたい。

沖縄西海岸道路については、次の振興計画の中で目処をつけてもらいたい。整備を加速してほしい。

【出典：H23.2.14懇談会ヒアリング】

《那覇市》

那覇市内を通過する道路は国道58号しかなく、様々な目的の交通が集中していたが、那覇西道路が供用される

ことで、道路の選択肢の増加によって通過交通が分散され、市内の交通渋滞の緩和につながると期待している。

【H22.9.28 ヒアリング結果】

期待される効果期待される効果 ⇒⇒ 交通の分散による国道５８号の混雑緩和交通の分散による国道５８号の混雑緩和

《那覇市消防本部》

那覇西道路を利用すると、病院までの距離が短縮され、さらに信号がなく安全かつ迅速に患者を搬送できるため、

那覇空港周辺からの搬送ルートとして那覇西道路を利用することを想定している。 【H22.9.28 ヒアリング結果】

期待される効果期待される効果 ⇒⇒ 救急搬送における救命率の向上救急搬送における救命率の向上

《那覇港管理組合》

那覇西道路が供用されることで、那覇港へのアクセス性が向上し、港や景観に優れた海岸部への集客力の

大きな増加を期待している。 【H22.9.16 ヒアリング結果】

期待される効果期待される効果 ⇒⇒ アクセス性向上による観光集客力の増加アクセス性向上による観光集客力の増加



13

189.59

152.98

0.0 100.0 200.0 300.0

H42未整備

H42整備

(万人時間/年）

58,961

46,196

0 20,000 40,000 60,000 80,000

H42未整備

H42整備

(台/日）

４．事業の投資効果 （１）円滑なモビリティの確保

◆那覇西道路の整備によるハシゴ道路機能の強化により、並行路線である国道58号に集
中する交通が分散し、並行区間の交通量が22％減少（図20）。

◆那覇西道路の整備により混雑緩和し国道58号等の渋滞損失時間が20％削減（図18、図
19、図21）。那覇西道路への交通転換により現道の安全性の向上も期待される。

那覇西道路 整備なし

那覇西道路 整備あり

図18 国道58号の渋滞損失（整備なし）

図19 国道58号の渋滞損失（整備あり）

約20％減少

図21 国道58号等の渋滞損失の変化

図20 国道58号の交通量の変化

約22％減少

※H42交通量推計値より
センサス区間1023について、区間の加重平均値を使用

※H42交通量推計値より
那覇空港

那覇港

渋滞損失時間

万人時間/km・年

万人時間/km・年

万人時間/km・年

万人時間/km・年

万人時間/km・年

0～5

5～10

10～20

20～50

50～

64 30

60 13

那覇空港

那覇港

190

153
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所要時間の変化（那覇空港～那覇新港）

12

27

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

現道

那覇西道路

所要時間（分）

４．事業の投資効果 （１）円滑なモビリティの確保

◆那覇西道路を整備することで、那覇空港～那覇新港までの所要時間が約56％（15分）
短縮され、空港と港の連携強化及び物流の効率化につながる（図23）。

現道

那覇西道路

那覇空港～国道332号～国道331号～国道58号～臨港道路～那覇新港

那覇空港～那覇西道路～臨港道路～那覇新港

トラック協会
那覇港管理組合

那覇西道路が供用され、那覇空港や南部方面への物流
ルートの選択肢が増えることは良いことだと思います。た
だし、臨港道路の交通量が増えることが懸念されるので、
その対応も必要だと考えています。図22 那覇空港～那覇新港までのルート図

約56％
（ 15分）短縮

図23 那覇空港～那覇新港までの所要時間

※H17センサス混雑時旅行速度より算出。那覇西道路は設計速度を使用。
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17.9

21.5

0 5 10 15 20 25 30

現況

整備あり（H42）

（ｋｍ/時）

9.9

8.1

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

現況

整備あり（H42）

所要時間（分）

４．事業の投資効果 （１）円滑なモビリティの確保

◆那覇西道路を整備することで、国道58号の新都心～奥武山公園間の那覇市中心部の
所要時間が約18％（約2分）短縮し（図25） 、平均旅行速度が約20％上昇する（図26）。

図26 交通量の変化による国道58号（奥武山公園
～新都心）の平均旅行速度の変化図24 奥武山公園～新都心までのルート図

図25 交通量の変化による国道58号
（奥武山公園～新都心）の所要時間の変化

※H42推計値より算出された断面交通量とH17センサスデータから算出
※現況交通量はH17センサスの区間データを使用

約18％
（ 約２分）短縮

約20％
上昇

※H42推計値より算出された断面交通量とH17センサスデータから算出
※現況交通量はH17センサスの区間データを使用
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４．事業の投資効果 （２）個性ある地域の形成

◆那覇港は港湾に加え、ビーチ等の総合的な空間整備を計画しており、那覇西道路が供
用することで利便性の向上が期待される。また、那覇港管理組合が現在整備を進めてい
る『みなとまちづくり』の支援にもつながる（図27）。

■那覇港みなとまちづくりマスタープラン

外国客船と親しむゾーン

外国客船寄港の場所として、
異文化交流を行う。

那覇港管理組合

文化・史跡のゾーン

外国客船寄港の場所として、
異文化交流を行う。

基本目標：万国津梁のロマンあふれる交流のみなとづくり

図27 みなとまちづくりマスタープランの概要

那覇西道路が供用されることで、那覇港へのアクセス性が向上し、港や景
観に優れた海岸部への集客力の大きな増加が見込まれます。

海と親しむゾーン

ビーチ全体の賑わいを演出。
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54

45

0.0 20.0 40.0 60.0

現道

那覇西道路

所要時間（分）

約17％
（ ９分）短縮

４．事業の投資効果 （３）安全で安心できるくらしの確保

◆那覇西道路が整備されることにより、那覇空港周辺から第3次医療施設である浦添総合
病院までの所要時間が短縮し、さらに信号がなく、発進・停止に伴う加減速が少なくなる
ため、搬送患者への負担が減少（図28、図29）。

◆ また、救命効果による便益は、50年間で約1.9億円と期待。

救急隊員

那覇西道路を利用すると、病院までの距離が短縮され、さらに信
号がなく安全かつ迅速に患者を搬送できます。そのため、今後は
那覇空港周辺からの搬送ルートとして那覇西道路を利用すること
が多くなると予想されます。

現道

那覇西道路

那覇空港～国道332号～国道331号～国道58号

～県道82号～国道330号～浦添総合病院

那覇空港～那覇西道路～久米若狭線～

国道58号～県道82号～国道330号～浦添総合病院

図28 那覇空港～浦添総合病院(第3次救急医療施設)までのルート図

図29 那覇空港～浦添総合病院までの所要時間

※H17センサス混雑時旅行速度より算出。那覇西道路は設計速度を使用。

救命効果による便益は、救命効果による便益は、
約１．９億円約１．９億円/50/50年年
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４．事業の投資効果 （４）地球環境・生活環境の改善・保全

◆那覇西道路の整備により、自動車から排出される環境負荷物質が削減※1（図30）。
◆CO２削減効果は、50年間で約12.9万ton-CO２削減され、約0.9億円※2の削減効果が期待。

※1 Ｈ42時点の整備なし：全線整備なし（推計値）と整備あり：全線6車完成（推計値）の差 ※5 森林によるＣＯ２吸収量は、6.49ｔ-CO2/ha･年として換算
※2 供用後50年間の便益額として試算した値（参考値） ※6 大型車一台の1km当たり（40km/h）のNOｘ排出量は4.40ｇ
※3 端数処理の関係で削減量が一致しない ※7 500mlペットボトル１本は、SPM約100g
※4 奥武山公園面積：24.99ha

95.8ton

90.4ton

9.1ton

8.2ton

図30 環境負荷物質の変化

【CO２削減効果】 【NOX削減効果】 【SPM削減効果】

約6％
約5.4ｔon/年

削減

約9％
約0.9ｔon/年
削減※3

奥武山公園※4の面積の約17倍に相当
(森林面積約432haの

二酸化炭素吸収量※5に相当)

沖縄県内の国道58号（129.5km）を
40km/hで走行する大型車：約9,500台の

排出量※6に相当)

500ｍｌペットボトル：
約8,500本の体積※7に相当

約12.9万ton-CO２/50年削減
⇒約0.9億円の効果

205.7万
ｔｏｎ-CO２

約0.14％
約0.3万ｔon-CO２/年

削減
206.0万
ｔｏｎ-CO２
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５．事業の進捗状況と見込み （１）コスト縮減の取り組み

■当初若狭IC部の整備イメージ ■コスト縮減後（将来沖縄西海岸道路延伸を考慮）

至 浦添市

至 豊見城市 至 豊見城市

至 浦添市

◆若狭ＩＣ部における景観環境整備について、将来計画を踏まえた整備範囲の見直しを行
いコストを縮減 ⇒ 縮減額は約１億円

H22総点検時

総事業費
事業全体 1,678億円

残事業 5億円

見直し案

総事業費
事業全体 1,677億円

残事業 4億円

コスト縮減
約１億円
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５．事業の進捗状況と見込み

◆平成6年度に地域高規格道路に指定され、平成13年度に事業化、現在、平成23年供用
開始に向けて工事を実施している。

（平成22年度末までの事業進捗率は99.8％（予定）、平成23年全線暫定4車線での供用に
向け事業を継続）

図32 位置図

■事業の経緯

年次 全体事業費

全体事業費
（ｺｽﾄ縮減後）

1,677億円

平成22年度末
進捗

1,673億円

進捗率 99.8％

■事業の進捗率

図31 整備状況

年次 事業実施項目

平成 6年度 沖縄西海岸道路 那覇地区 計画路線決定

平成 7年度 沖縄西海岸道路 那覇地区 調査区間指定

平成12年度 沖縄西海岸道路 那覇地区 整備区間指定

平成13年度 都市計画決定 那覇西道路 事業着手

平成23年 全線暫定4車線供用開始予定

（２）進捗状況と見込み



21

６．那覇西道路の評価

項目 事業全体 残事業

費用（C）※1) 1,955億円※2) 23億円※2)

事業費（億円）
1,936億円

(ｺｽﾄ縮減後の事業費
1,677億円）

3.7億円

維持管理費（億円） 19億円 19億円

便益額（B）※1) 408億円※2) 408億円※2)

走行時間短縮便益（億円） 296億円 296億円

走行経費減少便益（億円） 70億円 70億円

交通事故減少便益（億円） 42億円 42億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ０．２ １７．６

その他地域社会が受ける便益等費用便益分析

項目 効果

円滑なモビリ
ティの確保

交通渋滞の
緩和

◇渋滞損失時間削減量
約20％削減（ 190→ 153万人時間/km/年）
（現道区間）※3) ※4)

◇交通量の変化
約22％減少（58,961→46,196台/日）

空港と港の
連携強化

◇所要時間短縮
約56％（那覇空港～那覇新港27分→12分）

旅行速度の
向上

◇平均旅行速度の変化
約20％上昇（H17現況17.9km/h→H42整備
あり21.5km/h）

個性ある
地域の形成

開発支援 現在みなとまちづくりを進めている那覇港へ
の利便性が向上

安全・安心な
生活の確保

第3次医療
施設への

アクセス向上

◇所要時間短縮
約17％（那覇空港周辺～浦添総合病院54
分→45分）※5)

地球環境・
生活環境の
改善・保全

CO2排出量の
削減

◇CO2排出削減量
・0.3万ｔon-CO２ /年(沖縄県)
・206.0 → 205.7万ｔon-CO２/年※4)

・12.9万ｔon-CO２ /50年（0.9億円）※6）

NOX排出量の
削減

◇NOX排出削減量
・5.4ｔon/年(沖縄県) ※3)

・95.8 → 90.4ｔon/年※4)

SPM排出量の
削減

◇SPM排出削減量
・0.9ｔon/年(沖縄県) ※3)

・9.1 → 8.2ｔon/年※4)

費用便益比 = 便益【①＋②＋③】

費用【事業費＋維持管理費】

適用マニュアル ： 「費用便益分析マニュアル」

（平成20年11月：国土交通省道路局 都市・地域整備局）

基準年次 ： 平成22年度

検討年数 ： 供用後50年

事 業 費 ： 現在価値事業費＝単純価値事業費×割戻率×GDPデフレータ

便 益 ： ・ ①走行時間短縮便益②走行経費減少便益③交通事故減少便益

・上記金額は、道路整備前後における、①走行時間の価値②走行

経費③交通事故損失額 の差により算出

・なお、各金額は将来ＯＤ（Ｈ17センサスベースH42OD表）により

推計した交通量を用いて算出

費用及び便益額等については、平成22年度の価値に換算

（現在価値算出のための社会的割引率 ： 4％）

費用便益比の算出条件

※1)費用・効果の金額は、社会的割引率（4%）、GDPデフレータ（H20確報値）を踏

まえた供用開始より50年間の総額

※2) 便益・費用の合計は表示桁数の関係で一致していない

※3) H42未整備時(without)、H42整備時(with)の数値の差

※4) 費用便益対象リンクのうち、交通量推計の結果から当該事業により大きく影

響を受ける国道58号、国道332号、国道331号、臨港道路1号線のリンクを対象

として算出

※5)現況路線はH17センサス混雑時旅行速度、那覇西道路・（完成供用後）は設

計速度（80km/h）を用いて算出

※6）（ ）は、供用後50年間の便益額として試算した値（参考値）
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７．西海岸道路延伸から見た那覇西道路の重要性

計画交通量（台／日） B/C

那覇西道路 ２０，５００ ０．２ （残事業：１７．６）

那覇西道路＋小禄道路 ３３，２００ ０．５

那覇西道路＋小禄道路＋那覇北道路 ５０，８００ １．２

沖縄西海岸道路（全体） ５７，４００ １．２

◆那覇西道路におけるＢ／Ｃ（残事業）＝１７．６より、事業の必要性は確認
◆また、那覇西道路が一端を担う西海岸道路が延伸された場合、Ｂ/Ｃ（事業全体）は１．０
を上回り、その一部区間としての効果を発揮

那覇北道路
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８．対応方針

１．事業の必要性

○円滑なモビリティの確保
⇒並行する国道58号の交通量が22％減少、渋滞損失時間が20％削減、平均旅行速度が20％上昇
⇒那覇空港から那覇新港までの所要時間が約56％短縮[27分→12分（-15分）]

○個性ある地域の形成
⇒現在みなとまちづくりを進めている那覇港への利便性が向上

○安全・安心な生活の確保
⇒那覇空港から市内への救急搬送における搬送時間が約17％短縮[54分→45分（-9分）]

○地球環境の保全
⇒CO2排出量の削減（沖縄県全体の0.14％削減）

○費用便益（Ｂ／Ｃ）
⇒事業全体 0.2、 残事業 17.6

○平成13年度 都市計画決定 那覇西道路 事業着手
○平成22年度 供用開始に向けて工事を実施
○平成23年度以降 周辺環境整備等を実施予定
○事業費の見直しにより１億円のコスト縮減
○平成２３年夏頃を供用予定とし、事業を推進中
○西海岸道路整備時における那覇西道路の費用便益（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で１．２と事業の投資効果は高い

３．事業の進捗と見込み

２．事業の投資効果

○那覇空港は旅客数と航空貨物量、那覇港は取扱貨物量ともに横ばい。那覇空港と那覇港の一体的運用による貨物輸送の効率化
も検討されており、那覇西道路が整備されることで効果発現に大きく寄与する。⇒物流支援

○並行する国道58号は、交通量が7万台/日、混雑度は1.5を超えている。⇒交通渋滞の緩和
○ピーク時旅行速度は14.3km/hと、全国ワースト１位となっている。⇒交通渋滞の緩和
○死傷事故率が300件/億台キロを超える箇所が3箇所存在している。⇒交通安全の確保

○対応方針（原案）： 事業継続事業継続


